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研究成果の概要（和文）：  本研究では、我が国の私立幼稚園においてカリキュラム・マネジメントを実現するために
、「実効のある教育目標」明確化の方法論を構築する。すなわち、私立幼稚園職員を対象に実効のある教育目標の必要
性を説明するための資料を検討すると共に、私立幼稚園における実効のある教育目標明確化手順を開発し、新たに定式
化する。その上で、私立幼稚園における実効のある教育目標明確化手順の類型化方法を検討し、その成果を活用して、
私立幼稚園園長が実効のある教育目標明確化を適切にカリキュラム・マネジメントにつなげるための留意点について考
察する。

研究成果の概要（英文）： In this study, I construct a methodology to clarify the “effective educational 
goals” for curriculum management in private Japanese kindergartens. I examine a document that explains 
the need for such goals to private kindergarten staff members, and I develop procedures to clarify the 
goals in private kindergartens and newly formalize them. I then examine the method of classifying 
procedures to clarify effective educational goals, and consider the points that directors of private 
kindergartens need to keep in mind, to appropriately connect the clarification of effective educational 
goals to curriculum management, using the results of that examination.

研究分野： 保育学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
(1) 我が国の各幼稚園には、創意工夫を凝ら
して、自園の幼児教育の質的向上に努めると
共に、家庭及び地域全体の幼児教育の質的向
上を担う幼児教育のセンターになることが
求められている。その実現のためには、幼稚
園自体が自己評価・改善を行うと共に、その
結果を家庭・地域に公表してその信頼・協力
を勝ち得る必要がある。こうしたことから、
平成 19 年改正の学校教育法及び同法施行規
則により、各幼稚園には、自己評価とその結
果公表、保護者等幼稚園関係者による評価及
びその結果公表への努力、評価結果の設置者
への報告が、義務づけられた。こうした流れ
の中で、さらに、各幼稚園には、実際に効力
のある保育目標を明確化し、その実現のため
に、カリキュラムを編成し、実施し、評価し、
改善するサイクルを回すというカリキュラ
ム・マネジメントが求められるようになって
いる（当初、本研究課題名で用いていた「教
育目標」という用語は、幼保一体化が進行す
る状況を踏まえて、幼稚園と保育園の両方で
通用する「保育目標」に変更している）。 
 
(2) 研究開始当初、我が国における幼稚園カ
リキュラム・マネジメントに関する先行研究
は、私立清和幼稚園において、「実効のある
保育目標」の明確化手順を開発したアクショ
ン・リサーチである、山中ら（2011）のみで
あった。実効のある保育目標の明確化は、カ
リキュラム・マネジメントを実現する上で不
可欠であると考えられる。その実効のある保
育目標を明確化するために、彼らが開発した
手順は、次のとおりである。園の保育に関す
る資料を収集して、その資料から保育目標案
を導き出し、導き出された保育目標案を教育
基本法及び学校教育法の観点から検討し必
要な修正を加えて明確化する。我が国の幼稚
園においてカリキュラム・マネジメントを実
現するためには、山中ら（2011）の成果を出
発点として、他の幼稚園にも適用可能な、実
効のある保育目標明確化の方法論を確立す
る必要がある。 
 
(3) 山中ら（2011）がアクション・リサーチ
を実施した私立幼稚園と公立幼稚園とでは、
実効のある保育目標の明確化手順が異なっ
てくると考えられる。なぜなら、私立幼稚園
では、一般に、公立園ほど人事異動がなく、
各園は特色を持っているからである。したが
って、山中ら（2011）の研究成果を発展させ
るためには、最初に研究対象を私立幼稚園に
限定する必要があると考えられる。また、我
が国幼稚園の６割以上が私立なので（平成 22
年度学校基本調査結果より）、その研究成果
の社会的影響は、公立幼稚園を研究対象にす
るよりも大きくなると考えられる。 
 
〈引用文献〉 
①山中秀馬、横松友義（2011）「幼稚園にお

ける実効のある保育目標の明確化手順の開
発―私立清和幼稚園でのアクション・リサ
ーチ―」『教育実践学論集』第 12 号、135-144
頁。 

 
２．研究の目的 
本研究では，我が国の私立幼稚園において

カリキュラム・マネジメントを実現するため
に、実効のある保育目標明確化の方法論を構
築する。そのために、次の四つの目的を設定
する。 
 
(1) 「実効のある保育目標」といえる条件は、
３点に整理できる。一つは、教育基本法の観
点、すなわち、教育の目的である人格完成を
目指すという観点から納得できる。今一つは、
園の保育実践全体との関係が明確である。さ
らに、今一つは、学校教育法の観点、すなわ
ち、５領域にわたる幼児の心身の発達を助長
するという観点から納得できる。この三つの
条件の内、実効のある保育目標の最大の特長
は、教育基本法の観点から納得できるという
ことである。そこで、この観点から実効のあ
る保育目標が納得できることの重要性につ
いて考察することを、第１の目的とする。 
 
(2) 私立幼稚園の現場でカリキュラム・マネ
ジメントを普及させるためには、少なくとも、
過半数の私立幼稚園職員が、実効のある保育
目標明確化の必要性を理解することが不可
欠であると考えられる。そこで、そのための
説明資料の概要を開発することを第２の目
的とする。 
 
(3) 山中ら（2011）の開発した私立幼稚園に
おける実効のある保育目標の明確化手順を、
より実用的でより有効範囲の広い手順に発
展させることを第３の目的とする。 
 
(4) (3)で実施した研究の成果に基づいて、
私立幼稚園における実効のある保育目標の
明確化手順の類型化に関する仮説を立て、そ
れをより一般的に活用できるものに発展さ
せると共に、さらに、その成果を活用して、
私立幼稚園園長が実効のある保育目標の明
確化を適切にカリキュラム・マネジメントに
つなげていくための留意点について考察す
ることを第４の目的とする。 
 
３．研究の方法 
(1) 「実効のある保育目標」が教育の目的と
いう観点から納得できることの重要性につ
いて考察するという第１の目的を達成する
ために、文献研究の方法を用いる。  
 
(2) 第２の目的と第３の目的を達成するた
めには、研究対象の経営条件の多様性を確保
する必要がある。そこで、まず、岡山市及び
倉敷市の私立幼稚園に研究対象範囲を限定
する。その理由は、両市共に、市内に 15 程



度の私立幼稚園が存在するので、それぞれの
園の特色が示される傾向が強くなり、多様性
が生じると予想されるからである。その上で、
保育目標明確化の際に特に重視されるであ
ろう点として、園長の見解、保育者による協
議、保護者・地域の声の反映に注目し、それ
ぞれの市において、同市内の私立幼稚園園長
から、その各点について他園よりも重視して
いると言われる私立幼稚園、合計６園を研究
対象園として選定する。 
 
(3) 選定６私立幼稚園において、過半数の職
員が、実効のある保育目標の明確化の必要性
を理解できる説明資料の概要を開発するた
めに、具体的な目的を設定し、その達成のた
めにＰＤＣＡサイクルを回し、その達成後に
手順を定式化するアクション・リサーチを実
施する。また、選定６私立幼稚園において、
山中ら（2011）の開発した私立幼稚園におけ
る実効のある保育目標の明確化手順を、より
実用的でより有効範囲の広い手順に発展さ
せるために、同様に、アクション・リサーチ
を実施する。 
 
(4) 第４の目的を達成するために、まず、私
立幼稚園における実効のある保育目標明確
化手順の類型化に関する仮説の批判的検討
を、岡山県内の全私立幼稚園の園長あるいは
副園長に依頼する。その承諾者から専門家と
しての経験知に基づく回答をいただく際に、
半構造化面接を実施する。そして、その回答
に基づいて、この度は、仮説の中で異論が２
割を超えて生じている部分について、より一
般的に活用できるものに修正する。 
 
(5) (4)の研究成果を活用して、実効のある
保育目標明確化を適切にカリキュラム・マネ
ジメントにつなげていくための留意点につ
いて考察する際には、類型化のための各分類
観点に対する各私立幼稚園の立場に注目す
る。そして、各私立幼稚園が、自園の立場に
応じて、カリキュラム・マネジメントの基軸
と言われる目標・内容・方法上の連関性と学
校内外の協働性を確保するための、また、今
まで以上に重視されるようになってきてい
る説明責任を果たすための、留意点について
考察する。 
 
４．研究成果 
(1) 幼稚園における「実効のある保育目標」
が教育の目的という観点から納得できると
いうことの重要性をまとめると、次のように
なる。第１に、その園の保育についての考え
方が、その背景にある教育の目的と関連づけ
られることによって、保育者は幼児を導く一
定の方向性を得ることができるので、園の保
育についての考え方をより深くより連関性
のあるものにすることができる。第２に、園
の保育についての保護者の共通理解を促し、
園の保育についての保護者の共感を促した

り保護者の保育にかかわる意欲を高めたり
することが期待できる。第３に、園の保育に
ついての保育者たちの共通理解と実践意欲
を促すことが期待できる。 
 
(2) 我が国の私立幼稚園においてカリキュラ
ム・マネジメントを普及させるためには、少
なくとも、過半数の現場職員に、実効のある
保育目標明確化の必要性が理解できる説明資
料の概要を開発することが不可欠であるとい
える。その概要には、次の項目を含む必要が
あると考えられる。各幼稚園において実効の
ある保育目標明確化の必要性が生じた政策的
背景、幼稚園の保育目標にかかわる法的規定、
これまでに開発されている実効のある保育目
標の明確化手順、保護者が実効のある保育目
標を共有することによって保育についての共
通理解と子育てへの意欲が促される可能性、
保育者が実効のある保育目標を共有すること
によって保育についての共通理解と意欲とが
促される可能性。 
 
(3) 私立幼稚園が設立・建学の精神を考慮し
て実効のある保育目標を明確化することを前
提に、山中ら（2011）の開発した手順は、よ
り実用的でより有効範囲の広い次の手順に発
展させることができる。まず、各園の保育に
関する資料を収集し、その資料から、外部支
援者（保育目標研究者）が各園の実効のある
保育目標案を作成する。その際、既存資料を
できる限り活用する等の工夫によって、作業
をより実用的なものにする。次に、外部支援
者が、各園の園長を対象に、園として、最初
に実効のある保育目標案を検討・修正する際
に、何をどれだけ考慮するかについて面接す
る。その際に把握した各園の考慮事項につい
ては、すべて考慮して実効のある保育目標案
を検討・修正することができるように、後に
必要作業を加える。そのことによって、より
有効範囲の広い手順に発展させる。さらに、
外部支援者が、園ごとに、実効のある保育目
標案とその案を検討する際の考慮事項と教育
基本法及び学校教育法を踏まえて、園として、
最初に実効のある保育目標案を検討・修正す
る際の資料を作成する。最後に、外部支援者
が、園ごとに作成した資料を提示してその内
容について説明する。その後で、園側がその
資料に回答を記入した上で、外部支援者と共
に最終確定する。 
  
(4) (3)で実施した研究の成果に基づいて私立
幼稚園における実効のある保育目標の明確化
手順の類型化に関する仮説を立て、その批判
的検討を岡山県内の全私立幼稚園の園長ある
いは副園長に依頼した。その承諾者から得た
回答に基づいて、実効のある保育目標明確化
手順は、 (3)で開発された手順を共通手順と
した上で、実効のある保育目標案を検討・修
正する際の実際の作業の、次の分類観点によ
って類型化できると考えられる。検討者の相



違、幼児及び幼児の環境関係の考慮の有無、
保育目標の関係者への浸透の考慮の有無、幼
児教育に関する専門的知識の裏づけの有無。
そして、実効のある保育目標明確化を適切に
カリキュラム・マネジメントにつなげていく
ためには、各私立幼稚園園長は、四つの分類
観点それぞれに関する自園の立場を確認した
上で、次の点に留意する必要があると考えら
れる。 
 検討者の相違という分類観点については、
実効のある保育目標案の検討・修正に参加す
る保育者がどの範囲であるとしても、後に職
員全体の協働を推進するために、園の実効の
ある保育目標についての理解を深め共有する
ための園内研修が、不可欠となると考えられ
る。なぜなら、組織において何を実現するか
が曖昧な場合、目標・内容・方法上の連関性
も、目標・内容・方法の全体を実現するため
の幼稚園内外の協働性も、確保することが困
難になると考えられるからである。 
 幼児及び幼児の環境関係の考慮の有無とい
う分類観点については、実効のある保育目標
案の検討・修正の際に、それらを考慮する園
の場合はそのままでよい。しかし、それらを
考慮しない園の場合、カリキュラム編成段階
で、目標・内容・方法上の連関性を確保でき
るように、幼児及び幼児の環境関係を考慮し
て、明確化された保育目標を具体化する作業
が不可欠となると考えられる。 
 保育目標の関係者への浸透の考慮の有無と
いう分類観点については、一般に、私立幼稚
園は、設立・建学の精神を考慮して保育を実
践しようとしているので、基本的に、保育目
標についての考え方が、職員や保護者や地域
の人々に浸透するように工夫して、保育目標
についての考え方を職員同士で、あるいは、
職員と保護者ないし地域の人々とで共有し、
対話を重ねながら園の保育の発展につなげて
いくことが現実的であると考えられる。そし
て、保育目標案の検討・修正の際にその工夫
を行う園の場合、成立した保育目標について
の園内研修や保護者等への説明会につなげて
いけば、その理解をさらに促すことが期待で
きると考えられる。それに対して、保育目標
案の検討・修正の際に保育目標を関係者へ浸
透させる工夫を行わない園の場合、実効のあ
る保育目標について職員同士で理解を深める
研修や保護者に丁寧に説明する会を実施する
ことが、その後に不可欠になると考えられる。 
 幼児教育に関する専門的知識の裏づけの
有無という分類観点については、実効のある
保育目標案の検討・修正の際に、それらを考
慮する園の場合はそのままでよいが、それら
を考慮しない園の場合、カリキュラム編成の
段階でそれらを考慮する必要がある。なぜな
ら、説明責任が重視される今日、保育の目
標・内容・方法の全体構想が専門的知識に裏
づけられていることは、求められることであ
ると考えられるからである。 
これらの研究成果を、我が国の私立幼稚園

において実効のある保育目標を明確化する
ための手引きとして普及させることができ
れば、我が国において、実質的に、幼稚園カ
リキュラム・マネジメントを実現する動向を
生み出すことが期待できる。 
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